
市 議 会 だ よ り （8）第２６５号 2024年（令和６年）８月10日

●議員からの寄附やあいさつ状（答礼のための自筆によるものを除く）は公職選挙法で禁止されています●
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３
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。

　

可
決
し
た
意
見
書
は
、
６
月

26
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関
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付
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。（

審
議
結
果
は
左
表
）

　今日、社会の高齢化に比例して、難聴
の方も年々増加している。近年、耳の軟
骨を振動させて音を伝える「軟骨伝導」
等の新しい技術を用いた聴覚補助機器が
開発された。
　よって、本市議会は政府に対し、様々
な難聴者に適用できる聴覚補助機器等の
選択肢が整った今、我が国のさらなる高
齢化の進展を踏まえて、認知症の予防と
ともに、高齢者の積極的な社会参画を実
現するために、下記の事項について、聴
覚補助機器等の積極的な活用を促進する
特段の取組を求める。
１�．難聴に悩む高齢者が、医師や専門家
の助言の下で、自分に合った補聴器を
積極的に活用する環境を整えること
２�．耳が聞こえにくい高齢者や難聴者と
円滑にコミュニケーションを取れる社
会の構築を目指し、行政等の公的窓口
などに、合理的配慮の一環として聴覚
補助機器等の配備を推進すること
３�．地域の社会福祉協議会や福祉施設と
の連携の下、聴覚補助機器等を必要と
する人々への情報提供の機会や場の創
設等、補聴器を普及させる社会環境を
整えること

聴覚補助機器等の積極的な活用
への支援を求める意見書（要旨）

６月定例会　議案等の審議結果一覧

○令和６年定例会開会予定日○

９月定例会 ９月６日(金)
12月定例会 11月29日(金)
※�上記は予定であり、事情により変更さ

れる場合があります。

※○は会派代表者。　　※市議会では会派制をとり議会活動を行っています。なお、所属議員３人以上の会派を、議会運営委員の選出などができる交渉会派としています。
（この会派別議員名簿は令和６年７月25日現在のものです。）
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件　　　　　　　名 各 会 派 の 賛 否
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議　案  第１号 市川市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

２号 市川市立幼稚園の設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

 ３号 市川市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

４号 令和6年度市川市一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ 可　決

５号 市川市立塩浜学園校舎等取壊し工事請負契約約款に基づく賠償金支払請求調停事件
の和解について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

６号 公平委員会委員の選任について（小山達也氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

諮　問  第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（阿部和子氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可答申

２号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（菱沼龍子氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ 可答申

報　告  第９号 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

○議員提出

発　議  第１号 下水道の維持管理・更新におけるウォーターＰＰＰ導入に向けての丁寧な対応を求
める意見書の提出について ○ ○ ╳╳ ○ ○ ○ ○ △ ╳╳╳ 可　決

２号 聴覚補助機器等の積極的な活用への支援を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ 可　決

３号 災害発生時における信頼性の高い情報連携体制の構築への支援を求める意見書の提
出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ 可　決

４号 イスラエルに対しガザへの侵攻中止と即時停戦等を求める決議について ╳╳ ○ ○ ╳ ○ ╳╳ ○ ╳ ○ ○ 否　決

○請　願

請願第６‐１号 女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求める意見書の日本政府への提出
についての請願 ╳╳ ○ ╳╳ ○ ╳╳ ○ ╳ ○ ○ 不採択

６‐２号 選択的夫婦別姓制度導入の国会審議を求める意見書の提出についての請願 ╳╳ ○ ╳╳ ○ ╳╳ ○ ╳ ○ ○ 不採択

４月臨時会　議案等の審議結果一覧
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報　告  第１号 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

２号 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

３号 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

※出席した会派の議員全員が、賛成：○、反対：╳、出席した会派の議員の一部が賛成・一部が反対：△
※可答申：異議ない旨答申
※議案の全文及び議員別の賛否は市川市議会のホームページに掲載しています。
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